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一

は

じ

め

に

元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
の
幕
府
の
第
一
次
長

州
征
討
で
は
、
越
前
藩
と
し
て
藩
主
松
平
茂
昭
自

ら
が
副
総
督
と
な
り
、
大
軍
を
率
い
て
は
る
ば
る

九
州
の
小
倉
表
ま
で
出
陣
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、

翌
慶
応
元
年
の
第
二
次
征
長
計
画
に
当
っ
て
は
、

茂
昭
は
も
ち
ろ
ん
前
藩
主
の
春
獄
は
真
向
か
ら
反

対
の
意
向
を
表
明
し
、
再
三
再
四
幕
府
に
対
し
て

真
剣
な
諌
止
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
さ
い
、
越
前

藩
の
み
な
ら
ず
、
尾
張
藩
、
肥
後
藻
、
備
前
藩
、

薩
摩
藩
な
ど
の
諸
藩
が
、
こ
ぞ
っ
て
反
対
意
見
を

の
ベ
ー
さ
ら
に
は
幕
府
の
要
人
の
な
か
に
も
再
征

阻
止
の
態
度
に
出
る
も
の
が
現
わ
れ
る
な
ど
、
第

上

第
二
次
征
長
に
対
す
る
越
前
藩
の
動
向
に
つ
い
て

15の6

一
次
の
場
合
に
比
べ
征
長
作
戦
の
歩
調
が
当
初
か

ら
乱
れ
、
結
局
の
と
乙
ろ
幕
府
方
の
敗
退
の
う
ち

に
休
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
越
前
落
が
第
二
次
征
長
に
対
し
て
、

如
何
に
徹
底
し
た
反
対
態
度
を
と
っ
た
か
を
春
獄

の
論
策
を
中
心
に
具
体
的
に
指
摘
し
た
の
ち
、
そ

れ
が
ど
ん
な
情
勢
判
断
に
よ
る
の
か
を
、
当
時
の

国
内
外
の
諸
情
勢
の
分
析
視
角
の
も
と
に
検
討
を

加
え
、
幕
末
史
に
お
け
る
同
藩
の
動
向
の
注
目
す

べ
き
歴
史
的
意
義
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ニ
第
一
次
征
長
と
越
前
藩

周
知
の
通
り
元
治
元
年
八
月
の
第
一
次
長
州
征

討
に
当
っ
て
は
、
越
前
藩
は
薩
摩
・
土
曜
・
宇
和

同'・
s

島
な
ど
の
諸
藩
と
と
も
に
、
「
禁
門
の
変
」
に
対

す
る
手
厳
し
い
責
任
追
及
の
態
度
に
山
山
た
。

総
督
に
は
は
じ
め
紀
州
藩
主
徳
川
茂
承
が
、
の

ち
に
は
代
っ
て
前
尾
張
藩
主
徳
川
慶
勝
が
任
命
さ

れ
、
副
総
督
に
は
越
前
藩
主
松
平
茂
昭
が
こ
れ
に

当
っ
た
。

か
く
て
同
年
十
月
、
幕
府
は
大
坂
城
に
諸
藩
の

重
臣
を
集
め
、
長
州
藩
攻
撃
に
つ
い
て
の
軍
議
を

開
ら
き
、
十
一
月
十
八
日
を
総
攻
撃
開
始
の
日
と

決
め
、
総
督
慶
勝
は
庚
島
に
、
副
総
督
茂
昭
は
小

倉
表
に
出
陣
し
、
長
州
藩
の
包
囲
体
制
は
同
月
上

旬
い
ち
お
う
整
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
長
州
藩
で
は
す
で
に
八
月
五
日
か

ら
英
・
仏
・
米
・
蘭
四
国
連
合
艦
隊
の
猛
攻
を
う

け
、
四
日
間
の
戦
闘
で
長
州
藩
砲
台
の
戦
闘
能
力

【の
a-

を
全
く
失
う
と
い
う
情
け
な
い
羽
田
に
陥
り
、
し

か
も
同
藩
内
部
で
は
尊
譲
「
正
義
」
派
は
後
退

し
、
代
っ
て
恭
順
論
が
台
頭
し
て
、
「
俗
論
」
派

が
政
権
を
掌
握
し
た
。

そ
の
機
に
乗
じ
た
征
長
総
督
参
謀
の
西
郷
吉
之

助
(
隆
盛
)
の
画
策
に
よ
り
、
「
禁
門
の
変
」
の

責
任
者
と
し
て
益
田
・
国
司
・
福
原
の
三
家
老
に

切
腹
を
命
じ
、
回
参
謀
を
処
刑
し
恭
順
の
証
と
し

て
藩
主
父
子
の
伏
罪
書
を
提
出
さ
せ
、
さ
ら
に
三

条
実
美
ら
五
卿
の
他
藩
移
山
山
、
山
口
城
破
却
な
ど

③
 

幕
府
側
の
要
求
を
ひ
と
ま
ず
貫
徹
さ
せ
る
乙
と
に

よ
り
、
全
く
戦
火
を
交
え
る
と
と
な
く
同
年
十
二

月
総
督
は
全
軍
に
撤
兵
令
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

越
前
藩
の
出
兵
に
つ
い
て
は
、
松
平
文
庫
(
福

-a告
』

井
県
立
図
書
館
蔵
)
の
『
征
長
出
陣
記
』
、
「
長

⑤
 

防
征
伐
嬰
記
』
、
「
長
州
征
伐
小
倉
陣
中
日
記
』

な
ど
が
詳
述
す
る
が
、
元
治
元
年
八
月
二
十
八
日
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一
福
井
を
出
発
、
翌
慶
応
元
年
三
月
七
日
帰
城
す
る

ま
で
、
前
後
約
八
カ
月
の
長
期
に
わ
た
っ
て
軍
役

を
負
担
し
、
し
か
も
前
述
の
通
り
征
長
副
総
督
と

い
う
重
任
を
遂
行
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

従
っ
て
兵
員
は
も
ち
ろ
ん
糧
食
、
軍
用
品
の
徴

発
輸
送
な
ど
に
莫
大
な
経
費
を
要
し
た
こ
と
は
、

福
井
出
発
の
前
日
八
月
二
十
七
日
に
「
御
家
中
下

地
御
借
米
ノ
倍
懸
リ
被
仰
付
侯
、
此
上
一
統
厚
加

勘
弁
治
世
ノ
費
用
相
省
キ
被
続
相
勤
侯
様
被
仰
出

⑥
 

候
」
と
の
達
書
を
出
す
な
ど
、
軍
費
ね
ん
出
の
た
め

に
は
家
臣
団
一
同
に
「
借
米
」
ま
で
要
請
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
容
易
に
察
知
さ
れ
る
。

註

①
元
治
元
年
七
月
の
「
禁
門
の
変
」
(
蛤
御
門
の
変
)

に
お
け
る
越
前
藩
兵
と
長
州
藩
兵
と
の
戦
闘
の
事
情

は
、
松
平
文
庫
(
福
井
県
立
図
書
館
蔵
)
の
『
京
都

堺
町
守
衛
兵
防
戦
記
』
、
「
堺
町
御
門
防
戦
一
件

」
、
「
堺
町
守
衛
兵
防
戦
雑
記
補
遺
』
が
詳
述
す

る
。
越
前
藩
兵
の
部
署
は
堺
町
門
で
、
四
個
部
隊
を

率
い
て
奮
戦
し
た
軍
監
の
村
田
氏
寿
の
如
き
は
、
砲

弾
の
た
め
重
傷
を
負
う
有
様
で
、
か
か
る
長
州
藩
の

行
動
に
対
し
て
、
春
獄
は
全
く
容
赦
し
難
い
暴
挙
で

あ
る
と
き
め
つ
け
て
い
る
。

②
文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
五
月
十
日
長
州
藩
が
下
関

海
峡
通
過
の
外
国
船
を
砲
撃
し
た
こ
と
に
対
す
る
英

米
仏
蘭
四
国
連
合
に
よ
る
報
復
措
置
で
あ
り
、
軍
艦

十
七
隻
、
砲
二
八
八
円
の
威
力
の
ま
え
に
、
長
州
藩

の
諸
砲
台
は
こ
と
ご
と
く
陥
落
し
、
連
合
軍
に
降
伏

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

③
「
茂
昭
公
元
治
元
年
長
征
副
将
ト
シ
テ
九
州
小
倉
御

出
陣
中
総
督
弁
出
陣
諸
侯
ヨ
リ
御
達
書
及
御
堂
閏
翰
等

ノ
写
』
(
松
平
文
庫
)
の
な
か
に
、
長
州
藩
の
謝
罪

の
諸
条
件
を
明
記
し
て
い
る
。

④
「
征
長
出
陣
記
」
(
松
平
文
庫
)
は
、
藩
主
茂
昭
が

征
長
副
将
に
任
命
さ
れ
た
元
治
元
年
八
月
よ
り
慶
応

元
年
三
月
の
帰
固
ま
で
の
出
陣
記
で
あ
る
。

⑤
『
長
防
征
伐
客
記
』
(
松
平
文
庫
)
は
、
御
小
姓
鈴

木
準
道
の
従
軍
記
で
あ
る
。

⑤
前
掲
『
征
長
出
陣
記
』

第
二
次
征
長
へ
の
藩
論

越
前
藩
の
藩
丘
二
同
が
帰
城
し
て
間
も
な
く
、

慶
応
元
年
四
月
に
は
、
幕
府
は
征
長
先
鋒
総
督
に

前
尾
張
藩
主
徳
川
茂
徳
を
任
命
(
翌
月
紀
州
藩
主

徳
川
茂
承
に
交
替
)
、
長
州
再
征
に
踏
み
切
っ

た
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
「
長
藩
に
容
易
な
ら
ざ

る
企
あ
り
」
と
い
う
も
の
で
、
四
月
下
旬
に
は
越

前
藩
に
も
幕
府
へ
の
支
援
方
を
要
請
し
、
春
獄
は

①
 

上
京
を
求
め
ら
れ
た
が
、
「
幕
府
方
今
御
不
都
合

ノ
品
々
有
之
」
と
し
て
、
上
京
に
は
応
じ
兼
ね
る

と
拒
否
し
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
春
獄
は
三
月
二
十
七
日
付
の
一
橋
慶
喜

あ
て
の
返
信
で
は
、
毛
利
大
膳
父
子
お
よ
び
三
条

以
下
を
強
い
て
呼
び
寄
せ
る
こ
と
は
甚
だ
困
難

で
、
「
璃
激
徒
の
激
を
煽
動
し
て
遂
-
一
天
下
ノ
紛

乱
を
此
上
ニ
醸
成
し
、
天
幕
ノ
御
都
合
顕
然
、

皇
威
幕
権
ニ
も
差
響
可
申
哉
と
不
堪
杷
憂
候
」
〔
引

用
文
中
の
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
〕
と

訴
え
、
長
州
再
征
の
不
可
を
述
べ
、
ぜ
ひ
と
も
私

太
平
ノ
命
脈
」
を
維
持
し
て
欲
し
い
と
要
請
し
た
。

然
る
に
募
閣
の
強
硬
派
は
、
春
山
獄
ら
慎
重
論
者

の
反
対
意
見
を
押
し
切
っ
て
、
四
月
十
九
日
大
目

付
よ
り
廻
状
を
以
て
、
「
不
容
易
企
有
之
趣
相

聞
悔
悟
も
無
之
且
、
御
所
よ
り
被
仰
進
候
趣
有

之
、
努
御
征
伐
被
遊
候
旨
被
仰
出
候
、
依
之
五
月

十
六
日
御
進
発
被
遊
候
」
旨
布
告
し
、
将
軍
の
江

戸
出
発
の
期
日
ぞ
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
た
め
越
前
藩
で
は
重
臣
会
議
を
聞
き
、
種

々
検
討
し
た
結
果
、
長
州
再
征
阻
止
の
建
白
書
を

草
す
る
こ
と
に
な
り
、
四
月
三
十
日
藩
主
茂
昭
の
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名
を
以
て
、
毛
受
鹿
之
助
を
し
て
幕
府
に
提
出
せ

し
め
た
。

そ
の
建
白
書
の
な
か
で
、
第
一
次
征
長
は
戦
火

に
は
及
ば
ず
し
あ
わ
せ
で
あ
っ
た
が
、
「
又
々
大

兵
を
被
動
候
儀
は
必
天
下
ノ
乱
階
ラ
ア
諸
大
名
ノ

困
窮
、
高
民
ノ
怨
瑳
誠
ニ
以
不
一
方
事
共
一
一
テ
、

比
上
如
何
成
不
測
ノ
変
を
可
生
哉
も
難
計
、
乍
恐

御
家
ノ
御
為
ニ
も
、
相
成
間
敷
欺
と
不
堪
恐
擢
奉

存
候
」
と
強
調
す
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

た
し
か
に
第
一
次
征
長
で
は
、
同
藩
と
し
て
も

莫
大
な
軍
費
を
つ
い
や
し
、
こ
れ
が
財
政
面
で
大

き
な
痛
手
と
な
っ
た
わ
け
で
、
四
月
二
十
二
日
藩

主
茂
昭
自
ら
福
井
城
本
丸
で
、
出
陣
し
た
将
卒
に

対
し
て
、
「
比
秋
以
来
小
倉
表
ニ
永
々
在
陣
苦
労

大
儀
ニ
存
ず
る
」
と
労
を
ね
ぎ
ら
つ
た
が
、
い
た

く
辛
酸
を
な
め
た
の
は
単
に
「
将
卒
」
ば
か
り
で

な
く
、
糧
食
を
徴
発
さ
れ
た
り
諸
種
の
軍
役
を
強

い
ら
れ
た
一
般
領
民
で
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
征
長
軍
の
一
番
手
に
所
属
の
「
御
作
事
方

改
役
」
に
大
工
七
人
、
車
力
三
十
五
人
、
御
家
中

幕
持
人
夫
十
三
人
を
数
え
、
一
ま
た
大
砲
隊
(
隊

(
予
)

長
、
海
福
瀬
左
エ
門
)
所
属
の
「
余
備
」
山
砲
車

上

第
二
次
征
長
に
対
す
る
越
前
藩
の
動
向
に
つ
い
て

三
斤
煩
四
門
の
弾
薬
持
に
人
夫
百
六
十
人
が
徴
用

③
 

さ
れ
て
い
る
乙
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
情
は
、
出
陣
し
た
諸
藩
に
は
い
ず

れ
も
共
通
す
る
と
乙
ろ
で
あ
り
、
兵
員
の
動
員
数

で
は
と
く
に
西
国
の
諸
藩
が
大
き
な
負
担
を
背
負

④
 

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
越
前
藩
で
は
、
幕
府
が
長
州
再
征
を

あ
え
て
強
行
す
れ
ば
、
「
諸
大
名
ノ
困
窮
」
を
誘

発
す
る
な
ど
、
い
か
な
る
「
不
測
ノ
変
」
が
起
き

る
か
も
知
れ
な
い
と
危
倶
し
た
わ
け
で
、
前
述
の

通
り
幕
府
に
建
白
書
を
差
し
出
す
と
と
も
に
、
春

山
獄
は
幕
府
の
内
部
工
作
と
し
て
、
永
井
主
水
・
一
戸

川
鉾
三
郎
・
山
口
駿
河
守
(
註
、
直
毅
)
あ
て
そ

れ
ぞ
れ
書
翰
を
お
く
り
、
長
州
再
征
反
対
の
周
旋

方
を
依
頼
す
る
な
ど
真
剣
な
動
き
を
み
せ
た
。

一
方
春
獄
は
朝
廷
へ
の
入
説
工
作
に
も
力
コ
ブ

を
入
れ
、
五
月
二
日
賀
陽
宮
と
山
科
宮
に
書
翰
を

お
く
つ
て
お
り
、
と
く
に
山
科
宮
あ
て
書
翰
の
な

か
で
は
、
「
自
然
此
一
挙
よ
り
し
て
天
下
ノ
乱
階

と
相
成
、
愈
被
為
悩
叡
念
候
ニ
至
候
テ
は
、
臣
子

ノ
情
難
忍
難
堪
奉
恐
入
候
、
且
は
億
兆
ノ
生
霊
塗

炭
ニ
苦
ミ
幕
府
も
亦
今
日
ノ
武
威
失
墜
し
、
宇
内

••••• 

ノ
形
勢
土
崩
瓦
解
ト
一
変
仕
候
ハ
ハ
外
国
の
侮
慢

を
来
た
し
、
如
何
成
不
測
ノ
巨
患
可
相
発
も
難
計

、
皇
国
ノ
盛
衰
・
安
危
存
亡
ノ
境
ニ
も
可
有
之

③
 
哉
」
と
ま
で
い
た
く
苦
慮
し
、
単
に
幕
府
だ
け
の

•• 

問
題
で
は
な
く
、
わ
が
国
と
し
て
ま
さ
に
内
憂
外

• 
患
の
政
治
的
危
機
の
到
来
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

乙
と
を
、
手
厳
し
く
警
告
し
て
い
る
の
に
視
点
を

据
え
た
い
。

こ
う
し
た
越
前
藩
の
真
剣
な
諌
止
に
も
拘
ら

ず
、
幕
府
は
再
征
の
準
備
に
つ
と
め
、
九
月
二
十

一
日
朝
廷
に
奏
請
し
て
長
州
再
征
の
勅
許
を
得

た
。
と
こ
ろ
で
、
翌
慶
応
二
年
の
政
情
激
動
の
年

を
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
一
月
の
い
わ
ゆ
る
「
薩

長
同
盟
」
の
成
珂
に
と
も
な
い
、
長
州
藩
側
で
は

挙
落
的
は
反
幕
勢
力
が
結
集
す
る
ζ

と
に
な
る
。

一
方
幕
府
内
で
長
州
再
征
に
極
め
て
批
判
的
な

要
人
の
一
人
と
し
て
勝
安
芳
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

彼
は
春
獄
に
対
し
て
も
、
武
力
に
よ
ら
ざ
る
政
局

の
収
拾
に
つ
い
て
真
剣
に
論
じ
て
い
る
。

春
山
獄
は
、
同
年
四
月
二
十
八
日
の
勝
安
芳
か
ら

の
書
翰
に
対
す
る
返
書
の
な
か
で
、
「
全
く
御
用

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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途
御
不
足
よ
り
御
取
箇
御
増
高
禄
御
減
或
ハ
御
借

米
等
云
々
ノ
由
、
恐
レ
乍
ラ
風
間
ト
ハ
申
し
乍
ラ

苛
政
ノ
御
施
術
ニ
相
成
リ
侯
テ
ハ
、
実
ニ
危
殆
ノ

事
ト
杷
人
ノ
憂
ニ
堪
ヘ
ズ
候
」
と
、
封
建
支
配
者

側
の
旧
態
然
た
る
収
奪
政
策
に
い
た
く
憂
慮
し
、

さ
ら
に
同
年
五
月
上
旬
の
畿
内
を
中
心
と
す
る
米

⑦
 

騒
動
な
ど
の
一
撲
に
つ
い
て
も
格
別
の
関
心
を
示

し
、
「
下
民
一
時
ノ
蜂
起
モ
計
リ
難
ク
人
心
ノ
離

散
必
発
、
御
同
意
申
ス
ベ
ク
憂
一
一
堪
ヘ
ズ
候
事
-
一

③
 

侯
」
と
、
勝
の
情
勢
判
断
に
全
く
同
意
す
る
の
で

あ
る
。

註

①
「
続
再
夢
紀
事
」
(
第
四
)
〔
松
平
家
蔵
版
〕
九
五

i

六
頁
、
四
月
二
十
一
日
会
津
藩
の
広
沢
富
次
郎
が
福

井
に
来
り
、
中
川
宮
の
内
旨
と
会
津
侯
(
松
平
容
保

)
の
内
意
を
伝
え
、
「
其
許
-
一
も
為
天
下
国
家
且
徳

川
氏
ノ
支
族
た
る
ニ
依
テ
ハ
、
今
度
分
て
尽
力
被
致

候
様
蛇
度
頼
入
候
」
(
中
川
宮
の
書
翰
)
と
要
請
し

た。

③
前
掲
「
続
再
夢
紀
事
」

③
前
掲
『
征
長
出
陣
記
」

(
第
四
)
八
三
頁

(
三
)
の
な
か
の
「
征
長
出

陣
附
録
」
に
「
御
軍
制
」
と
し
て
出
陣
者
の
名
列
と

従
者
や
人
夫
な
ど
の
員
数
が
記
し
て
あ
る
。

④
前
掲
『
征
長
出
陣
記
』
(
三
)
所
収
の
「
下
ノ
関
口

討
手
諸
藩
兵
卒
員
数
」
に
、
肥
後
藩
で
は
「
惣
人
数

一
万
人
余
」
、
中
津
藩
は
「
惣
人
数
弐
千
八
百
拾
四

人
」
、
筑
前
藩
「
惣
人
数
一
万
五
千
余
」
、
柳
川
藩

「
四
千
七
百
五
十
余
」
、
小
倉
藩
「
五
千
弐
百
五
拾

人
」
、
唐
津
藩
「
二
千
四
拾
二
人
」
と
い
う
具
合

に
、
西
国
諸
藩
で
は
相
当
な
軍
役
を
負
担
し
て
い

プ
但
。

⑤
前
掲
『
続
再
夢
紀
事
」
(
第
四
)
一
一
一
八
|
九
頁
、

な
お
春
獄
は
、
将
軍
が
上
坂
の
う
え
直
ち
に
長
州
へ

進
発
す
る
乙
と
に
な
る
と
大
変
で
、
こ
の
さ
い
朝
廷

か
ら
将
軍
に
上
洛
方
を
命
じ
、
征
長
問
題
を
公
武
聞

で
熟
議
す
る
よ
う
取
り
計
っ
て
欲
し
い
と
述
べ
て
い

る。

⑥
「
薩
長
同
盟
」
の
密
約
の
な
か
に
「
万
一
戦
負
色
に

コ
レ
有
り
候
と
も
、
一
年
や
半
年
に
決
し
て
潰
滅
致

し
侯
と
申
事
は
コ
レ
無
き
事
に
付
」
(
「
木
戸
孝
允

文
書
』
(
第
二
巻
)
〔
日
本
史
籍
協
会
版
〕
一
三
八
頁

)
と
明
記
す
る
と
ζ

ろ
か
ら
も
、
た
と
え
「
負
色
」

が
表
面
化
し
て
も
ご
年
や
半
年
」
は
十
分
自
信
が

あ
る
と
い
う
武
力
反
幕
派
の
結
束
の
ほ
ど
が
う
か
が

わ
れ
る
。

⑦
春
獄
は
、
勝
あ
て
書
翰
の
な
か
で
、

「
先
般
於
神
戸

百
姓
輩
徒
黛
千
人
計
も
出
別
而
兵
庫
港
杯
破
壊
不
少

候
、
北
風
某
豪
商
ノ
よ
し
、
固
定
等
少
々
家
屋
損
破
或

ハ
浪
華
に
お
ゐ
て
も
少
々
町
人
騒
立
全
く
米
価
騰
貴

ヨ
リ
ノ
事
と
相
関
候
」
と
述
べ
て
お
り
、
幕
長
交
戦

を
真
近
に
ひ
か
え
た
五
月
の
一
撲
高
揚
に
つ
き
、
か

な
り
具
体
的
な
情
報
を
入
手
し
て
い
る
こ
と
が
判
か

る
。
な
お
文
中
の
「
北
風
某
」
と
は
兵
庫
津
の
名
主

北
風
荘
右
衛
門
正
造
の
こ
と
と
み
ら
れ
、
世
々
北
国

廻
船
の
問
屋
を
業
と
し
、
米
穀
肥
料
を
販
売
し
、
蝦

夷
地
御
用
取
扱
人
と
な
っ
て
い
た
豪
商
で
あ
る
。
〔

『
神
戸
市
史
別
録
』
(
一
)
五
五
頁
〕

③
慶
応
二
年
四
月
二
十
八
日
春
獄
あ
て
勝
安
芳
書
翰
(

五
月
十
一
日
福
井
到
着
)
〔
「
続
再
夢
紀
事
」
(
五

)
一
三
三
頁
〕
で
は
、
「
唯
カ
ク
ノ
如
ク
ニ
テ
御
永

引
相
成
リ
侯
ハ
パ
、
下
民
一
時
ノ
蜂
起
モ
計
リ
難
ク

人
心
ノ
離
散
ハ
日
ニ
相
見
ェ
、
固
定
ハ
尤
モ
恐
ル
ベ
シ

」
と
、
勝
は
民
衆
蜂
起
が
封
建
支
配
者
側
に
と
り
尤

も
危
倶
す
べ
き
事
態
を
招
く
も
の
と
訴
え
て
い
る
。

回
目
立
つ
社
会
情
勢

い
う
ま
で
も
な
く
、
慶
応
二
年
五
月
に
入
る

と
、
一
授
に
よ
る
不
穏
な
情
勢
が
急
速
に
高
ま

り
、
ま
ず
摂
津
西
宮
に
端
を
発
し
、
つ
い
で
兵

庫
、
灘
、
さ
ら
に
は
池
田
、
伊
丹
へ
と
広
が
り
、
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十
三
E
に
は
将
軍
が
在
城
、
す
る
大
坂
と
そ
の
近
郊

に
波
及
し
、
つ
い
に
「
大
坂
4
1
里
四
方
は
一
撲
お

こ
ら
ざ
る
所
な
し
」
と
い
う
有
様
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
半
月
た
ら
ず
の
五
月
二
十
八
日
か
ら
は
、
江

戸
に
も
打
ち
こ
わ
し
が
お
こ
り
、
六
月
上
旬
ま
で

続
く
吋
ど
、
江
戸
側
代
を
通
じ
て
最
大
の
高
揚
を

み
せ
る
こ
と
と
な
る
。

ζ

う
し
た
一
撲
の
続
発
は
、
ま
さ
し
く
春
獄
も

指
摘
し
た
通
り
、
物
価
騰
貴
と
農
民
や
都
市
民
に

対
す
る
貢
租
、
軍
役
等
の
過
重
負
担
に
よ
る
と
み

て
よ
い
。

と
く
に
米
価
の
騰
貴
が
著
し
く
、
例
え
ば
大
坂

で
の
肥
後
米
の
石
当
り
値
段
は
、
嘉
永
年
閉
ま
で

は
銀
一

O
O匁
を
超
え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
の
が
、
慶
応
元
年
一
月
に
は
二

O
七

・

五

匁
、
二
月
は
二
三
九
・
九
匁
、
将
軍
江
戸
進
発
の

五
月
に
は
二
八
一
・
一
匁
と
な
り
、
そ
の
翌
二
年

幕
軍
の
大
坂
進
発
の
五
月
に
は
六
四
六
匁
、
さ
ら

に
幕
長
聞
に
戦
端
の
聞
か
れ
る
六
月
に
は
八
九
五

匁
と
、
平
時
の
約
九
倍
に
も
急
騰
し
た
の
で
あ

②
 

ヲ
hv

。

1
 
1
 
1
 

か
か
る
異
常
な
事
態
は
、
征
長
軍
に
よ
る
糧
ま

上

第
二
次
征
長
に
対
す
る
越
前
藩
の
動
向
に
つ
い
て

つ
の
需
要
や
戦
乱
の
拡
大
を
予
想
し
て
の
諸
大
名

に
よ
る
糧
米
の
備
蓄
、
そ
れ
に
下
関
閉
鎖
に
よ
る

諸
国
物
産
の
大
坂
輸
送
の
中
絶
な
ど
が
主
な
原
因

と
み
ら
れ
、
そ
の
た
め
と
く
に
大
消
費
地
の
大
坂

や
江
戸
に
お
け
る
米
穀
の
在
庫
量
が
欠
乏
し
、
そ

の
機
に
乗
じ
た
米
商
人
の
買
占
め
な
ど
が
、
さ
ら

に
騰
勢
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
乙
の
乙
と
は
打
ち
こ
わ
し
の
目
標
が
と
く
に

米
穀
商
人
に
集
中
し
た
点
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

一
方
征
長
軍
出
動
に
と
も
な
う
農
民
な
ど
の
過

重
負
担
も
無
視
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
第
二

次
征
長
総
督
の
大
任
を
担
っ
た
紀
州
藩
の
場
合
、

領
内
か
ら
の
在
夫
徴
発
を
め
ぐ
り
、
農
民
に
与
え

た
影
響
は
意
外
に
大
き
く
、
農
民
が
庄
屋
層
ま
で

ま
き
こ
ん
れ
藩
当
局
に
し
ば
し
ば
負
組
の
減
免
を

訴
え
て
い
る
。

乙
れ
は
決
し
て
紀
州
藩
に
隈
ら
ず
、
征
長
軍
に

編
入
さ
れ
た
諸
藩
で
は
い
ず
れ
も
武
器
、
軍
用
品

の
輸
送
、
陣
地
の
築
造
な
ど
の
使
役
に
多
数
の
在

④
 

夫
H
H
軍
夫
を
徴
発
し
た
わ
け
で
、
領
民
か
ら
の
大

き
な
不
満
と
反
ぱ
つ
を
か
っ
た
の
は
容
易
に
推
察

さ
れ
る
。

註

①
青
木
虹
三
氏
の
い
わ
ゆ
る
「
青
木
年
表
」
に
よ
る

と
、
慶
応
二
年
だ
け
で
一
二
四
件
(
村
方
騒
動
一
七

件
・
都
市
騒
擾
二
八
件
を
含
む
)
を
数
え
、
前
年

の
五
五
件
に
比
べ
約
二
・
三
倍
に
急
増
し
、
江
戸

時
代
を
通
じ
て
最
も
高
揚
す
る
。
し
か
も
同
年
中
の

約
三
割
が
幕
長
交
戦
を
真
近
に
ひ
か
え
た
五
月
(
四

O
件
)
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
判
か
る

②
中
沢
弁
次
郎
「
日
本
米
価
変
動
史
」
(
柏
書
房
・
再

刊
本
)
所
収
の
「
徳
川
時
代
の
米
価
年
表
」
に
よ

る。な
お
慶
応
元
俸
の
条
で
は
、
巴
計
米
価
は
と
の
年
気
候

適
順
な
れ
ど
も
、
天
下
騒
然
と
し
て
異
常
に
高
く
、

殊
に
中
国
事
件
あ
り
て
以
来
、
秋
よ
り
冬
に
か
け
騰

貴
し
、
江
州
に
て
は
三
四
O
l五
O
匁
、
越
前
に
て

四
O
O匁
、
美
濃
、
尾
張
地
方
は
五
O
O匁
、
下
の

関
心
四
三

O
匁
余
に
上
る
。
亦
幾
度
か
物
価
引
下
げ

を
命
令
す
れ
ど
も
及
、
は
ず
」
と
述
べ
て
お
り
、
越
前

の
米
価
も
全
国
な
み
の
高
値
を
唱
え
た
と
と
ろ
か

ら
、
春
品
開
之
し
て
米
価
の
騰
貴
に
は
と
く
に
関
心
を

持
っ
た
乙
と
が
判
か
る
。

③
古
田
耕
次
氏
の
「
長
州
征
伐
に
お
け
る
紀
州
藩
農
民

の
動
向
卜
在
夫
徴
発
を
め
ぐ
唱
て
|
」
の
論
稿
陀
お

い
て
実
証
的
な
研
一
気
が
な
さ
れ
て
い
る
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④
第
一
次
征
長
に
お
け
る
越
前
藩
の
場
合
、
軍
夫
の
徴

発
が
相
当
数
に
上
っ
た
乙
と
が
「
征
長
出
陣
記
』
(

前
掲
)
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

五

春
由
獄
の
諌
止
と
征
長
の
失
敗

と
こ
ろ
で
幕
府
は
春
獄
ら
の
再
三
の
諌
止
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
長
州
再
征
へ
の
越
前
藩
の
協
力
方

を
要
請
し
、
慶
応
二
年
五
月
二
十
七
日
藩
主
茂
昭

の
上
京
を
求
め
た
が
、
茂
昭
は
病
気
の
た
め
出
陣

に
堪
え
ず
と
拒
否
し
た
。
つ
い
で
春
獄
の
上
京
を

促
し
た
の
で
、
彼
は
六
月
一
日
そ
の
命
に
応
ず
る

旨
回
答
す
る
と
と
も
に
、
幕
府
に
差
し
出
し
た
「

演
説
案
」
の
な
か
で
、
「
貢
租
の
過
重
負
担
と
グ

物
価
の
沸
騰
H

に
よ
り
士
民
が
困
窮
す
る
こ
と
が

明
白
な
折
柄
、
将
軍
が
征
長
の
た
め
大
坂
を
出
発

す
れ
ば
、
そ
の
機
に
乗
じ
、
グ
公
辺
必
一
の
御
失
鉢

グ
を
口
実
と
し
て
、
困
苦
に
あ
え
ぐ
人
心
を
煽
動

し
て
如
何
な
る
が
禍
胎
変
乱
を
謀
候
者
d

が
現
わ

れ
る
か
も
知
れ
ず
、
将
軍
は
絶
対
に
出
陣
す
べ
き

①
 

で
は
な
い
」
と
戒
め
て
い
る
。

か
か
る
緊
迫
し
た
情
勢
の
な
か
で
、
六
月
七

日
周
防
に
お
い
て
幕
長
聞
に
戦
端
が
聞
か
れ
た

②
 
が
、
春
山
獄
は
十
二
日
老
中
板
倉
勝
静
に
対
し
て
、

手
厳
し
い
諌
止
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

昨
年
来
将
軍
が
大
坂
に
滞
在
し
て
い
る
た
め
、
京

畿
は
も
ち
ろ
ん
諸
道
の
民
力
も
す
こ
ぶ
る
困
弊

し
、
と
く
に
畿
内
は
全
く
の
食
糧
難
で
、
兵
糧
を

諸
国
か
ら
徴
発
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
そ

の
諸
国
も
P

連
年
の
径
役
d

の
た
め
い
た
く
疲
弊

し
て
お
り
、
会
く
応
命
は
覚
束
な
い
有
様
で
一
未

曽
有
の
高
価
な
米
粟
を
京
都
・
大
坂
へ
輸
出
す
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
人
心
前
後
を
耕
え
ず
一
撲
を
お

「
自
国
の
形
勢
を
以
て
)

こ
す
こ
と
は
必
定
で
、

徐
州
も
推
量
仕
り
候
事
ニ
侯
へ
ハ
、
御
動
坐
ニ
付

畿
旬
の
騒
擾
ノ
ミ
な
ら
す
米
穀
発
叙
よ
り
し
て
遂

ニ
は
天
下
の
大
乱
と
も
可
相
成
儀
ト
恐
倶
慨
歎
の

③
 

極
地
ニ
侯
」
と
訴
え
で
い
る
。

つ
ま
り
将
軍
が
大
坂
を
進
発
し
、
本
格
的
な
戦
乱

と
も
な
れ
ば
、
単
に
畿
内
の
騒
擾
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
兵
糧
米
の
徴
発
な
ど
の
こ
と
か
ら
一
授

が
各
地
に
続
発
し
、
全
国
的
な
動
乱
に
拡
大
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
春
獄

が
「
自
国
の
形
勢
」
に
よ
っ
て
他
領
を
推
量
す
る

と
い
う
と
と
は
、
当
時
の
越
前
藩
領
内
と
し
て

④
 

も
、
表
面
だ
っ
た
一
授
こ
そ
起
き
て
い
な
い
が
決

し
て
楽
観
を
許
さ
な
い
社
会
情
勢
ピ
あ
ヮ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
ζ

で
春
獄
は
同
月
二
十
五
日
福
井
を
出
発
、

二
十
九
日
京
都
岡
崎
の
藩
邸
に
入
り
、
当
面
す
る

政
局
の
収
拾
に
乗
り
出
し
た
。
七
月
一
日
慶
喜
を

訪
ね
て
種
々
要
談
し
た
が
、
そ
の
さ
い
慶
喜
の
言

に
よ
れ
ば
、
軍
用
金
に
ひ
ど
〈
欠
乏
じ
て
お
り
、

将
軍
出
陣
と
な
れ
ば
さ
し
あ
た
り
百
三
十
万
金

(
両
)
が
、
必
要
だ
が
、
幕
府
の
「
現
在
金
」
は
わ

ず
か
二
万
金
(
両
)
程
度
で
、
大
坂
で
三
百
万
両

の
御
用
金
を
課
し
た
が
容
易
に
と
と
の
わ
な
い
た

め
、
横
浜
の
外
商
か
ら
借
り
入
れ
る
準
備
を
進
め

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
深
刻
な
財
政
難
を
か
と
つ
幕
府
と

し
て
、
征
長
作
戦
が
う
ま
く
い
く
筈
が
な
く
、
ま

た
第
一
次
征
長
に
比
べ
て

d
並
が
揃
わ
ず
し
か
も

戦
意
に
之
し
い
諸
藩
の
動
向
や
、
山
山
兵
根
拠
地
の

大
坂
や
交
戦
地
域
で
の
一
撲
の
続
発
な
ど
に
よ

り
、
幕
軍
は
ほ
と
ん
ど
連
戦
に
連
敗
と
い
う
情
け

な
い
有
様
で
、
一
方
領
民
の
力
を
組
み
入
れ
た
洋
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式
軍
制
に
よ
る
挙
藩
的
な
反
撃
体
制
を
固
め
た
長

州
軍
の
前
に
、
幕
軍
は
い
よ
い
よ
窮
地
に
陥
っ
た

が
、
七
月
二
十
日
の
将
軍
家
茂
の
病
死
に
乗
じ
、

よ
う
や
く
撤
兵
の
機
会
を
つ
か
ん
だ
。

こ
の
さ
い
春
獄
が
「
九
州
解
兵
」
の
好
機
で
あ

、
る
と
建
言
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
慶
喜

は
八
月
十
六
日
「
長
州
征
伐
を
停
止
し
、
大
名
諸

、
侯
を
召
集
し
て
国
事
を
議
す
べ
き
ζ

と
」
を
奏
請

じ
ー
で
勅
許
を
得
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
春
獄
と
し
て
最
も
危
倶
し
た
の
は
、

長
州
再
征
に
よ
っ
て
全
国
的
な
動
乱
に
拡
大
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
し
か
も
厳
し
い
「
外
圧
」
の
迫

り
く
る
緊
迫
し
た
情
勢
下
で
は
、
「
幕
府
の
御
威

光
失
墜
遂
に
社
稜
如
何
相
成
る
べ
く
」
と
、
単
に

幕
府
の
興
廃
に
と
ど
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、
わ
が

国
の
命
運
に
か
か
わ
る
非
常
事
態
を
招
く
と
判
断

す
る
の
で
あ
る
。

註

①
前
掲
「
続
再
夢
紀
事
』
(
第
五
)
一
ム
ハ
七
頁

⑨
幕
長
聞
の
交
戦
は
、
慶
応
二
年
六
月
七
日
幕
府
軍
艦

が
周
防
国
大
島
郡
を
砲
撃
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、

つ
い
で
芸
州
日
・
石
州
口
・
小
倉
日
で
も
戦
火
が
交
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え
ら
れ
た
。

③
前
掲
『
続
再
夢
紀
事
』
(
第
五
)
一
七
八
l
八
O
頁

な
お
こ
れ
と
同
じ
趣
旨
の
書
翰
で
、
京
都
の
慶
喜
に

対
し
て
も
将
軍
進
発
を
引
き
止
め
る
よ
う
申
し
送
っ

て
い
る
。

④
越
前
藩
領
内
で
の
百
姓
一
役
は
、
天
保
期
を
ピ

l
ク

と
し
て
安
政
期
以
後
幕
末
を
通
じ
一
授
ら
し
い
も
の

は
少
く
と
も
史
料
的
に
は
確
認
で
き
な
く
な
り
、
全

国
的
な
す
う
勢
が
天
保
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
ま
す

ま
す
高
湯
し
、
慶
応
二
年
に
至
り
最
大
の
ピ
l
ク
を

形
成
す
る
の
に
比
べ
著
し
い
対
照
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
点
、
同
藩
が
富
国
策
を
基
軸
と
し
た
落
政
改
草

を
行
な
い
、
「
民
富
め
ば
国
富
む
の
理
で
あ
る
」
(
由

利
公
正
)
と
す
る
い
わ
ゆ
る
民
富
論
的
視
角
に
裏
打

ち
さ
れ
た
殖
産
興
業
日
一
藩
重
商
主
義
を
志
向
し
た

乙
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(
拙
稿
「
幕
末
に
お

け
る
越
前
藩
の
富
国
策
に
つ
い
て
」
〔
日
本
歴
史
学

会
編
「
日
本
歴
史
』
二
四
一
号
〕
、
「
幕
末
に
お
け

る
重
商
主
義
的
論
策
に
つ
い
て
1
1
1福
井
藩
を
中
心

に
|
|
」
〔
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
編
『
若
越
郷
土

研
究
』
二
ニ
の
五
〕
な
ど
で
、
同
藩
の
富
国
策
が
、

町
在
の
商
品
生
産
に
極
め
て
注
目
す
べ
き
実
効
を
あ

げ
た
点
を
中
心
に
検
考
し
た
。
)

⑤
春
獄
は
、
そ
の
著
「
逸
事
史
補
』

上

第
二
次
征
長
に
対
す
る
越
前
藩
の
動
向
に
つ
い
て

(
幕
末
維
新
史
料

叢
書
四
、
人
物
往
来
社
刊
)
の
な
か
で
「
於
幕
府
、

諸
大
名
不
残
応
命
と
の
み
思
ひ
、
長
州
一
藩
を
消
滅

せ
し
む
る
は
、
掌
を
か
へ
す
よ
り
も
安
し
と
申
、
軽
蔑

甚
き
也
。
然
る
に
長
藩
は
一
致
一
和
を
な
し
、
幕
官
?

の
方
は
、
第
一
薩
藩
兵
を
出
す
を
辞
し
、
笠
(
他
の
侯

伯
も
不
同
意
連
中
多
く
、
夫
故
拠
身
命
候
者
十
の
八

九
も
な
じ
o

」
(
六
五
頁
)
と
述
べ
、
幕
府
に
非
協

力
的
な
諸
落
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
。

.晶司，、、

「
外
圧
」
一
を
め
ぐ
る
幕
長
関
係

一
方
に
お
い
て
慶
応
期
の
段
階
で
注
目
す
べ
き

は
、
文
久
期
以
降
一
応
保
た
れ
て
い
た
欧
米
列
強

聞
の
協
調
が
く
ず
れ
だ
し
、
と
く
に
イ
、
ギ
リ
ス
・

フ
ラ
ジ
ス
の
対
立
が
、
長
州
再
征
を
契
機
に
ピ

1

①
 

ク
に
達
し
た
こ
と
で
あ
る
。

自
照
応
元
年
後
半
期
か
ら
長
州
藩
は
、
薩
一
摩
藩
名

義
で
イ
ギ
リ
ス
商
人
グ
ラ
ヴ
ァ

l

(
吋

}Hogg

回
・
の
】
0
4
0
H
)

よ
り
小
銃
・
汽
船
な
ど
買
い
付

け
る
便
宜
が
は
か
ら
れ
た
。

ζ

の
ク
ラ
ヴ
ァ

I
の
武
器
売
り
込
み
が
イ
ギ
リ

ス
公
使
パ

l
ク
ス
爪
国
民
ミ

ω・
可
常

wg)の
支

持
を
受
け
た
の
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
幕
府
と

の
提
携
を
進
め
、
乙
れ
が
ま
ず
横
須
賀
一
製
鉄
所
建
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上

第
二
次
征
長
に
対
す
る
越
前
藩
の
動
向
に
つ
い
て
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設
計
画
と
し
て
具
体
化
し
、
さ
ら
に
勘
定
奉
行
の

小
栗
忠
順
と
フ
ラ
ン
ス
公
使
ロ
ッ
シ
ユ
(
戸
、

g

ロ
F
O口
町

2
)
と
の
聞
に
、
日
・
仏
商
人
の
合
同

商
社
設
立
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。

ま
た
小
栗
は
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
使
節
ク

l
レ
i

(の

o
E
-
E
)
と
の
聞
に
六
百
万
ド
ル
の
借
款

契
約
を
成
立
さ
せ
た
が
、
乙
れ
は
慶
喜
の
徳
川
宗

家
継
承
後
ま
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
と
し

て
は
、
そ
の
借
款
1
1
1
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
商

工
信
用
銀
行
(
ソ
シ
エ
テ
・
ジ
ェ
ネ
ラ

l
ル
)
に

よ
る
T

も
の
で
あ
る
が
ー
ー
に
よ
る
資
金
の
。
ブ
ー
ル

か
ら
大
量
の
銃
砲
や
軍
需
物
資
の
提
供
を
受
け
る

②
 

の
が
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
長
州
問
題
を
め
ぐ
り
、
国
内
の
分

裂
的
情
勢
が
深
化
し
、
ま
た
先
進
資
本
主
義
列
強

の
内
政
干
渉
の
危
険
性
を
増
大
さ
せ
た
が
、
と
く

に
イ
ギ
リ
ス
が
薩
長
と
、
フ
ラ
ン
ス
が
幕
府
と
提

携
す
る
乙
と
自
体
が
、
当
時
の
政
局
に
と
り
最
も

恐
る
べ
き
「
外
圧
」
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ

，っ。
い
わ
ば
「
日
本
が
西
洋
列
強
の
い
ず
れ
か
に
従

属
す
る
危
機
は
極
め
て
現
実
的
で
あ
っ
た
」
(
ノ

i
マ
ン
)
と
ま
で
み
ら
れ
る
緊
迫
し
た
情
勢
の
な

か
で
こ
そ
、
春
獄
を
先
頭
に
お
し
立
て
た
越
前
藩

論
と
し
て
も
、
か
か
る
「
外
圧
」
に
対
し
て
苦
慮

す
る
の
は
当
然
で
、
事
実
嘉
永
期
の
異
国
船
の
到

来
に
極
め
て
敏
感
に
反
応
し
て
軍
制
改
革
、
洋
式

③
 

銃
砲
製
造
な
ど
挙
藩
的
な
強
兵
策
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
き
た
同
藩
で
は
、
慶
応
期
を
以
て
ま
さ
に

④
 

内
憂
外
患
の
ピ

l
ク
化
し
た
段
階
と
し
て
、
「
遂

に
社
稜
如
何
相
成
る
べ
く
」
と
ま
で
真
剣
に
危
倶

し
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

註

①
石
井
孝
『
増
訂
明
治
維
新
の
国
際
的
環
境
』

弘
文
館
刊
)
二
八
頁

一
般
に
各
国
の
利
害
の
対
立
に
も
と
づ
く
策
動
が
、

こ
れ
ら
の
諸
国
の
聞
に
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー

が
働
い
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
慶
応
期
で

も
と
く
に
長
州
再
征
の
段
階
で
英
仏
聞
の
対
立
が
極

め
て
先
鋭
化
し
た
こ
と
は
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
石
井
孝
「
学
説
批
判
明
治
維
新
論
」
(
吉
川
弘
文
館

刊
)
二
七

O
l
一
一
貝
石
井
氏
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の

借
款
は
幕
府
の
軍
事
力
を
強
化
す
る
が
、
「
そ
れ
と

と
も
に
わ
が
半
植
民
地
化
は
深
め
ら
れ
る
」
と
論
じ

(
吉
川

て
い
る
が
、
た
し
か
に
慶
応
三
年
慶
喜
に
よ
り
て
構

想
さ
れ
た
「
徳
川
絶
対
主
義
」
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
援

助
に
よ
っ
て
の
み
保
持
し
得
る
「
買
弁
的
絶
対
主
義

」
と
看
倣
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

③
拙
稿
「
越
前
藩
の
強
兵
策
に
つ
い
て
|
海
防
対
策
と

洋
式
兵
器
工
業
を
中
心
に
|
」
(
『
若
越
郷
土
研
究

」
十
二
の
三
)
に
お
い
て
、
越
前
溶
の
強
兵
策
が
、

い
わ
ゆ
る
「
外
圧
」
へ
の
敏
感
な
対
応
策
と
し
て
の

性
格
が
極
め
て
け
ん
著
で
あ
る
点
を
検
考
し
た
。

つ
ま
り
安
政
四
年
に
は
大
規
模
な
銃
砲
製
造
所
(
藩

営
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
)
を
創
設
し
、
洋
式
銃
砲

の
大
量
生
産
を
行
な
い
、
文
久
元
年
八
月
に
は
諸
生

以
下
足
軽
諸
隊
一
同
に
洋
式
撃
発
銃
を
携
行
さ
せ
、

し
か
も
な
お
予
備
銃
ま
で
確
保
さ
れ
る
に
至
っ
た
(

「
福
井
藩
兵
制
革
新
史
」
〔
「
福
井
落
軍
制
諸
役
心

得
意
百
」
(
松
平
文
庫
)
〕
と
伝
え
る
な
ど
、
他
の
諸

藩
に
比
べ
は
る
か
に
高
水
準
の
軍
備
体
制
が
整
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

④
慶
応
二
年
五
月
十
三
日
に
は
列
強
と
幕
府
の
聞
に
「

改
税
約
書
」
十
ニ
カ
条
が
調
印
さ
れ
た
が
、
そ
の
内

容
は
清
国
な
み
の
半
植
民
地
的
税
率
を
規
定
し
た
も

の
で
、
し
か
も
そ
の
調
印
の
時
期
が
幕
長
交
戦
を
真

近
に
ひ
か
え
た
と
乙
ろ
か
ら
、
ま
さ
し
く
内
憂
外
患

の
実
相
を
露
呈
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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七

わ

お

り
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第
二
次
征
長
に
反
対
す
る
諸
藩
の
動
向
と
し
て

は
、
例
え
ば
第
一
次
征
長
の
総
督
で
あ
っ
た
前
尾

張
藩
主
の
徳
川
慶
勝
で
さ
え
、
「
此
御
一
挙
は
、

実
は
天
下
治
乱
の
分
際
に
て
、
誠
に
容
易
な
ら
ざ

る
御
大
事
に
相
成
」
る
か
ら
再
考
さ
れ
た
い
と
建

言
し
て
お
り
、
ま
た
慶
応
二
年
七
月
二
十
一
日
朝

廷
に
提
出
し
た
島
津
久
光
・
茂
久
の
連
名
の
建
白

書
で
は
、
若
州
・
信
州
の
災
害
、
丹
波
・
大
和
の

打
ち
乙
わ
し
、
兵
庫
・
大
坂
の
騒
擾
を
指
摘
し
、

征
長
に
よ
る
戦
端
は
、
争
乱
日
に
長
じ
、
収
拾
す

べ
か
ら
ざ
る
事
態
を
惹
起
す
る
の
は
必
至
だ
と
警

①
 

告
し
て
い
る
。
さ
ら
に
岡
山
・
広
島
・
徳
島
の
諸

藩
も
各
藩
主
が
連
署
し
て
征
長
の
中
止
を
強
く
訴

②
 

え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
越
前
藩
の
場
合
は
、
他
の
諸
藩
に
比

べ
て
、
ひ
と
き
わ
当
時
の
動
揺
し
た
政
局
に
対
す

る
危
機
意
識
に
徹
し
て
お
り
、
再
三
再
四
執
よ
う

に
建
言
な
い
し
諌
止
し
て
い
る
が
、
乙
れ
は
い
う

ま
で
も
な
く
藩
主
茂
昭
を
副
総
督
と
す
る
第
一
次

征
長
に
お
け
る
大
が
か
り
な
出
兵
や
財
政
需
要
、

そ
れ
に
領
民
に
種
々
の
過
重
負
担
を
強
制
し
た
こ

土

第
二
次
征
長
に
対
す
る
越
前
藩
の
動
向
に
つ
い
て

と
に
対
す
る
厳
し
い
反
省
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
と
み
て
よ
い
。

ま
た
一
方
に
お
い
て
、
前
述
し
た
通
り
内
憂
外

患
的
な
緊
迫
し
た
情
勢
、
と
く
に
国
内
で
は
江
坂

を
中
心
と
す
る
一
授
の
続
発
や
幕
長
交
戦
に
よ
る

戦
乱
の
全
国
的
拡
大
予
想
に
加
え
、
対
外
的
に
は

イ
ギ
リ
ス
の
薩
長
援
助
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
と
幕
府

••••• 

の
提
け
い
強
化
に
よ
る
わ
が
国
の
半
植
民
地
化
へ

の
危
倶
す
べ
き
す
う
勢
の
も
と
で
、
春
山
獄
が
主
導

③
 

す
る
越
前
藩
論
と
し
て
は
、
巨
視
的
な
政
局
判
断

の
う
え
に
立
っ
て
、
長
州
再
征
反
対
に
全
力
を
傾

け
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
幕
府
は
、
乙
う
し
た
真
意
を
解
さ
な

T
4
}
 
い
ど
こ
ろ
か
、
長
州
再
征
に
ふ
み
切
り
、
し
か
も

⑤
 

「
幕
軍
勢
威
自
に
振
わ
ず
」
と
い
う
情
け
な
い
事

態
に
た
ち
至
っ
た
乙
と
に
対
し
、
春
獄
は
「
畢
寛

幕
政
ノ
御
失
体
よ
り
起
候
義
に
て
、
上
奉
悩
震

襟
、
下
士
民
を
因
究
ニ
為
陥
候
ハ
、
全
く
幕
府
ノ

⑥
 

御
失
業
」
に
よ
る
も
の
と
、
な
ん
ら
は
ば
か
る
と

こ
ろ
な
く
糾
弾
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
春
獄
は
こ
う
し
た
当
面
の
政
局
収
拾
の

方
β、
1 

ノ
御
急
務「
」 有・

と名・
す諸・
る侯・
雄・ノ
藩・心

最
も
重
要
な
決
め
手
と
し
て
、

を
被
為
携
候
義
、

連
合
に
よ
る
統
一
権
力
機
構
を
志
向
す
る
構
想
を

示
唆
し
、
し
か
も
諸
侯
を
召
集
す
る
に
先
立
ち
、

早
急
に
布
市
の
登
用
に
よ
る

t
v
h
h
i引
が
肝
要
だ

と
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
は
安
政
期
の
将
軍
継
嗣
問
題
を
め
ぐ
る
幕

政
改
革
運
動
の
過
程
か
ら
藩
論
と
し
て
強
く
推
し

出
さ
れ
た
「

h
h陸
中
ヤ
↓
わ
と

L
r
h
」
(
安
政

四
年
十
一
月
二
十
八
日
村
田
氏
寿
あ
て
左
内
書
翰

『
橋
本
景
岳
全
集
上
巻
』
五
五
五
頁
)
統
一
国
家

の
政
治
構
岡
山
か
、
基
本
的
路
線
と
し
て
ふ
た
た
び

大
き
く
提
起
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

要
す
る
に
第
二
次
征
長
を
め
ぐ
り
越
前
藩
と
し

て
は
、
幕
末
の
内
憂
外
患
的
な
政
局
の
危
機
意
識

を
最
も
敏
感
に
う
け
と
め
た
雄
藩
の
一
つ
と
し

て
、
改
め
て
高
く
評
価
す
べ
き
と
と
ろ
で
、
さ
ら

に
乙
の
点
は
、
幕
末
史
の
太
詰
を
迎
え
匂
翌
慶
応

三
年
に
お
け
る
同
藩
の
注
目
す
べ
き
動
向
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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註

①
島
津
公
爵
家
編
輯
所
『
島
津
久
光
公
実
紀
」

)
四
九
頁

②
門
中
山
忠
能
履
歴
資
料
』
(
史
籍
協
会
本
)
第
七
巻

③
春
獄
の
建
言
な
い
し
諌
止
が
、
一
方
そ
の
側
近
派
の

中
根
雪
江
・
村
田
氏
寿
・
青
山
貞
・
酒
井
十
之
丞
・

毛
受
鹿
之
助
ら
の
開
明
的
家
臣
団
、
グ
ル
ー
プ
の
論
策

に
よ
り
裏
う
ち
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

④
前
掲
「
逸
事
史
補
」
で
も
春
獄
は
「
幕
府
再
毛
利
家

再
討
の
得
策
な
ら
ず
、
却
大
に
生
大
患
の
儀
は
、
諸

侯
の
中
に
も
建
言
す
る
者
多
し
。
(
中
略
)
採
用
無

之
の
み
な
ら
ず
、
却
て
大
に
受
嫌
疑
o

」
(
六
四
頁

)
と
い
っ
て
お
り
、
幕
閣
が
わ
が
真
意
を
解
し
な
い

の
を
残
念
が
っ
て
い
る
。

③
「
明
治
天
皇
紀
』
(
第
一
)
ハ
吉
川
弘
文
館
〕
四
三

八
頁

⑥
「
松
平
春
獄
全
集
』
(
二
)
二
九
五
頁
慶
応
二
年

九
月
十
四
日
建
言

⑦
拙
稿
「
橋
本
左
内
の
外
交
観
に
つ
い
て
」
(
社
会
文

化
史
学
会
編
『
社
会
文
化
史
学
』
(
三
)
に
お
い

て
、
左
内
の
統
一
一
国
家
論
!
こ
れ
は
藩
内
改
革
派
コ

ー
ス
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
が
|
が
、
「
外
圧
」
の

危
機
意
識
に
よ
り
生
成
さ
れ
た
側
面
に
つ
い
て
も
検

討
し
た
。

(
巻
五

③
慶
応
三
年
五
月
の
四
侯
会
議
で
の
春
獄
の
真
剣
な
画

策
を
は
じ
め
、
同
年
十
二
月
の
王
政
復
古
の
段
階

で
、
京
都
に
お
け
る
一
触
即
発
の
「
世
上
不
穏
の
景

況
」
(
前
掲
『
逸
事
史
補
』
)
の
な
か
で
、
内
戦
回

避
と
政
局
収
拾
の
た
め
、
「
最
早
死
を
極
め
候
事
故

」
(
「
逸
事
史
補
』
)
と
死
力
を
尽
し
た
と
と
を
想

起
す
れ
ば
よ
い
。

(
付
記
)

本
稿
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
助

成
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

(
福
井
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事
)
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